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Ⅴ．特記事項 

1．総合学園としての連携事業 

 尚絅学園は、短期大学部の他、大学、高等学校、中学校及び尚絅大学附属こども園を有

するとともに、これらの設置校間で様々な連携事業にも積極的に取り組むなど、熊本県唯

一の女子総合学園としての強みを十分に発揮できるよう努めている。 

 本学園は、学園事務局長及び総務部長並びに学長や中学校・高等学校校長をはじめとす

る大学及び高等学校の幹部教職員が参加する設置校間の連携事業の取組みを中高大連携推

進協議会で協議している。具体的な事業内容は、本学教員が高校に出向いて実施する高大

連携授業、高校生が本学の授業を聴講する授業体験、本学の研究室訪問、高校生・保護者

や高等学校教職員を対象とした学部学科説明会、高校生対象の韓国語講座等が挙げられる。

本年度は尚絅高校に新たに設けられた医療福祉クラスの「総合的な探求の時間」の授業で、

食物栄養学科の教員が栄養士についてその魅力や業務内容等を詳細に解説して好評を博し

た。この他、中学生に対する環境教育講話を毎年度実施している。  

 さらに、国際交流に関しても短期大学部・大学合同でのオンライン留学等、様々な取り

組みが拡大してきている。加えて、短期大学部・大学及び尚絅食育研究センターと附属こ

ども園とで連携して、食育に関する研究について取り組んでいる。  

 

2．短期大学部での専門職養成施設としての資格取得支援  

 本学の食物栄養学科及び幼児教育学科は、それぞれ栄養士養成施設並びに保育士養成施

設として、これまで多くの資格取得者と地元熊本での就業者を輩出している。卒業生の多

くは、取得資格を活かして地域社会で活躍している。両学科とも担任制と助手を活用した

学科全体での学修支援を行っており、学生個々の状況を学科会議等で共有しながら、学生

一人ひとりにきめ細かな支援・指導を適宜行っている。また、教員の高い教授能力に加え

て実務家教員による実践的能力の獲得支援により、専門性・実践力の高い知識と能力を修

学中に修得できる環境を整備している。 

 食物栄養学科では、多くの栄養士養成校では 1 か所に設定している校外実習を病院・学

校（保育所）・施設の 3 か所で実施して、卒後の進路選択に役立つ職場体験や卒後に必要な

実務能力の獲得を実現している。また、入試での選抜区分において「農・家政系」枠を新

たに設けることで、農業系・家政系高校の生徒が受験しやすい環境を整えた。その一方で、

入学前・入学後の基礎学力（理系基礎科目）や調理技術の向上のための学修支援を推進し、

入学後の学修に対する不安や障害等を軽減する取組みを行っている。 

 幼児教育学科では、併設する幼保連携型認定こども園尚絅大学附属こども園での実践教

育を基礎能力として築き、その後の学外実習で応用できる実習プログラムを展開している。

また、公立園の保育士・幼稚園教諭を目指す学生のための公務員試験対策講座も実施して

おり、学生の希望する進路を学科全体で支援する体制を整えている。加えて、尚絅大学こ

ども教育学部と共用のピアノ練習個室を 69 室保有し、実践能力を向上させる学修支援も

手厚く実施している。一方で、本学科は「専門実践教育訓練講座」の再指定を受けており、

社会人学生にとっても、本学科での資格取得に向けた支援を受けやすくなっている。 


